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【全体講評】 

 

「佐久市立国保浅間総合病院第二次整備事業技術提案について（公告）」、「技

術提案応募要領」及び「施設整備計画」で求めた第二次整備事業の技術提案に際し、

短期間にもかかわらず、技術提案参加業者のご協力により、それぞれ豊富な経験と

実績又高度な技術力を背景に、非常に質の高い技術提案書が提出され、プレゼンテ

ーションが行われました。 

それぞれの技術提案書は、参加業者の経験や技術の粋が結集されており、優劣を

つけがたいところがありますが、提出していただいた技術提案書について総合的に

評価いたしました。 

技術提案参加業者の皆様には、業務多忙にもかかわらず「佐久市立国保浅間総合

病院第二次整備事業技術提案」に参加していただきましたことにお礼を申し上げま

すとともに、今後ともご支援を賜りますようお願い申し上げます。  

 

【講評】 

 

〔山下・佐藤設計共同体〕 

 浅間総合病院の現状認識のもと、技術提案における与条件と業務内容を理解し、

病院機能の分析及び再構成を行ったうえで、技術提案で与えられた配置計画及び整

備手順を含めた課題に対し、十分検討し積極的な提案がなされており、業務に取り

組む強い意欲が感じられる。 

 給食調理室・機械室を仮設なしで、病院機能を維持したまま建替えを行う提案や、

動線をよく考慮し利便性に優れた配置計画の提案がなされ、技術者の企画力を感じ

る。 

 また、設計手法として「綿密な対話」を重視していることから、病院の意向を酌

んだ設計が見込める。 

 救急部門の移設を図る提案がなされているが、費用やそこに配置する人員を考慮

すると、検討を要する点が残る。 

 


